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第 38回 環境技術分科会 議事録 

2011.12.8 島田 

 

日  時 ： 2011年 12月 8日（木）  13：00 ～ 17：00 

場  所 ：  地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター 

出席者 ：  窪井要((有)久保井塗装工業所)、杉山博英（アネスト岩田㈱）、内山貴識（東和酵素㈱）、 

早川政男（第一塗装工業㈱）、高橋大（㈱三王）、木下稔夫（(地独)東京都立産業技術研究センター）、

平野克己(日本塗装機械工業会）、倉持保雄（日本工業塗装協同組合連合会）、 

島田哲也(旭サナック㈱)、 

  アドバイザー：坂井秀也(日本工業塗装協同組合連合会技術顧問） 

事務局：有馬弘純（塗料報知新聞社） 

                                                       11名 敬称略 

***** 議 題 ***** 

 

１． 九州工塗連創立総会(11月 29日(火))報告 

①発足までの経緯 

・構成：組合会員 8社 8名、賛助会員 2社 2名でスタート。候補企業として組合会員４～５社、 

賛助会員４～５社があり、九州工塗連より入会を今後推進していく。 

・今後の予定 

認可申請書を九州経済産業局に提出し内容確認を経て 2012年 1月中に認可受理予定。 

これにより日本工業塗装協同組合連合会と同様の活動が行える。 

②創立総会 

・工塗連参加者： 

山﨑秀雄 （日本工業塗装協同組合連合会会長） 

高橋正 （埼玉工業塗装協同組合理事長） 

田邉哲郎 （愛知県工業塗装協同組合理事長） 

大内田昭次 （関西工業塗装協同組合理事長） 

窪井要 （東京工業塗装協同組合副理事長） 

大村計治 （日本工業塗装協同組合連合会理事相談役） 

倉持保雄 （日本工業塗装協同組合連合会専務理事） 

・環境技術分科会参加者：内山氏、杉山氏、有馬氏 

・九州工塗連理事会社（6名）： 

理事長：稲田義美（花菱塗料技研工業）、副理事長：小畑啓介（小畑塗装店）；代理小畑啓太郎氏、 

専務理事：稲田健（花菱塗料技研工業）、相田益生氏（かわでん）、日高正明氏（創研）、 

尾追勉氏（クリモト）；代理河西俊二郎氏、中村昌弘氏（東和酵素） 

事務局：花菱塗料技研工業 

・開会宣言：小畑啓介氏 

・総会挨拶：稲田義美氏 

・参加者：60名 

 

２． サポイン２１部会 

①第２回目のサポインに関する指針案の打合せ開催（12月 1日） 経済産業省にて。 

・出席者：窪井氏、坂井氏、木下氏、倉持氏。 

②審議事項 

・2012年 1月に発表（パブリックコメントが中小企業庁より発信）、募集開始 3月、申請締切４月の予定。 
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・年内に説明会開催の要望が提案された。工業塗装高度化協議会として説明会を企画する。 

・サポインそのもののテーマネタは大企業のニーズと合致させることが重要。 

③情報発信 

・工塗連ニュース（12月号）に掲載。毎月継続的に発信する。 

・団体機関発信：CEMA、パウダー協、日塗工、日塗商。 

・報道機関発信：塗料報知、塗料界展望社、コーティングメディア、理工出版。 

・工塗連内では、山崎会長名でサポイン募集の情報発信を行う。 

 

３． 工業塗装高度化協議会の活動について 

①安全対策委員会 

現在活動を休止しているが、リスクアセスメントを通じて塗装の安全についてまとめていくことを 

今後検討していく。 

②参加メンバー増員 

・埼玉工業塗装：高橋氏（トップ工業）中心に若手メンバー６～７人が候補であり、直接メンバーに 

話を持ちかける。年末の会合に窪井氏参加しピックアップを推進する。 

・やる気のある人材を探す必要がある。工塗連側にて選択してもらう。 

 

４． 次回の議題 

次回はサポインに関してのみ実施する。 

第 39回 環境技術分科会  2012年 3月 7日（水） 13時 ～ 17時  塗料報知新聞社 会議室 

 

――――― 以  上 ――――― 


